
ゲスト：田中　友子さん
　　　 （特定非営利活動法人  北海道ボランティアドッグの会　セラピー委員長）

イラスト・デザイン

日　時： ９月  １６  日( 日  ) 午後２時～ 3時 ３０分
場　所：紀伊國屋書店  札幌本店   1 階インナーガーデン
                 （札幌市中央区北5条西5丁目７番地 sapporo55ビル）
定　員：約 100 名（座席は 70名程度です）
参加費：無料（申し込み不要。当日は直接会場にお越し下さい）
主　催：北海道医療大学・札幌医科大学

北海道医療大学・札幌医科大学による

メディカルカフェ第26  回

北海道医療大学　心理科学部１年　梅田・梨野

癒しの“わん”パワー
～ドッグセラピーの不思議～



ゲストのプロフィール

現代ＧＰ「双方向型医療コミュニケーション教育の展開」事務局
札幌医科大学  〒060-8556 札幌市中央区南1条17丁目 Tel 011-611-2111(内線2206）
http://web.sapmed.ac.jp/med_cafe/ 
北海道医療大学    〒061-0293 石狩郡当別町金沢1757番地 Tel 0133-23-1211(内線2142）
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/~gakumu/gp/medicalcafe/index.html

  

　「メディカル・カフェ」は、医療・医学・健康情報などに関して、飲み物を片手に語り、理解を深める市民
参加型のイベントです。また、札幌医科大学・北海道医療大学の学生達が、医療の第一歩である「コミュ
ニケーション」を学ぶ「場」でもあります。
　本イベントは、文部科学省による現代的教育ニーズ取組支援プログラムに採択された「双方向型医療
コミュニケーション教育の展開」の一環として定期的に開催されます。この取組は、北海道医療大学と札

幌医科大学の共同事業であり、両大学の連携によるイベントの一つとして定期的に開催する予定です。  

　

主催： 

　皆様は「セラピードッグ」ってご存知ですか？　北海道内にある
30～40ヶ所の医療機関や高齢者介護施設等に訪問して、患者さんや
お年寄りに笑顔や気力を呼び起こすお手伝いをしている犬達の事で
す。人が大好きであること。吠えたり、飛びついたりしないなど最
低限のマナーを知っていること。飼い主さんとコミュニケーション
がきちんととれていること。健康で公衆衛生上問題がないこと。ワ
ンちゃん自身が活動を楽しみストレスにならないこと。以上の点を
ポイントに複数の適性検査で認定された犬「セラピードッグ」。犬
が持つ「癒しの力」を通して、人と人とが交流するボランティア活
動についてお話させて頂きます。

・田中友子（たなかともこ）プロフィール

大阪生まれ。北海道好きが高じて2002年に移住。
2008年に愛犬エール（ゴールデンレトリバー）が
セラピードッグに認定されたのをきっかけにボラ
ンティア活動を始めました。2012年よりセラピー
ドッグ委員長となり、会員の活動をサポート。現
在は、セラピードッグに認定された３頭の愛犬と
共に高齢者介護施設等を訪問しております。
趣味：犬の訓練（嘱託警察犬、救助犬、訓練競技
犬など）
★写真は、私とヴィエナです。
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